
　

１　採択事業（１件）

〇継続事業（１件）

№ 事業名 事業の概要
団体名

（代表者氏名）
総事業費

（市の支出）
担当課

シカの生息密度の急上昇に
よる森林の植生劣化や農林
業被害を抑制するために、
捕獲経験者の指導のもと、
捕獲効率の高いくくり罠猟
の現場実習等を行うこと
で、有効な捕獲技術の共有
化を図り、捕獲の担い手を
育成する。
令和４年度は、これまでの
久野林道等での捕獲に加
え、市内南部の林道でＩＣ
Ｔ通報時の捕獲実習を実施
し、より広域での捕獲体制
を作っていく。

ＮＰＯ法人おだわら
イノシカネット
（穂田　芳雄）

2,311,000円
(2,111,000円)

農政課

小田原市市民提案型協働事業（令和４年度実施分）審査結果一覧

【審査員からの意見】
・意義がある事業であり、団体の実施能力に問題はなく、活動を継続していただき
　たい。
・「自走」に向けての具体的な取組を検討していただきたい。
・資金確保について次のことを参考にしていただきたい。
　　実際の活動に参加できない方に賛助会員になってもらい、会費収入を増やして
　　はどうか。
　　広域的な対応が必要な業務であるため、県に補助の働きかけをしてはどうか。
・団体のホームページは魅力あるものだが、この事業をさらに周知するために、市
　のＳＮＳでも発信できるとよい。
・講師の交通費については実費の支払いとなるようご配慮いただきたい。

「小田原くくり罠塾
2022」事業～小田
原・箱根山地の農林
業・生態系を守る捕
獲体制づくり～
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